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【第１学期終業式校長式辞】 
　皆さん、おはようございます。今日は一学期の終業式です。皆
さん一人一人が「これは頑張ったぞ」とか、「もう少し頑張ればよ
かったな」とか、「学級のお友達と仲良く過ごせたかな」、「『ずる
い心』や『いじわるな心』などで、自分の心の鏡は曇らなかった
かな」など、この一学期の自分を振り返る、とても大切な節目と
なる日です。この節目の時に、皆さん一人一人が自分自身をしっ
かりと振り返り、これからの自分の成長につなげていってほしい
と思います。 
　この一学期を振り返って、校長先生が心に残っている皆さんの
姿をいくつかお話しします。 
　１つ目は「挨拶」です。みんなとても明るく元気に挨拶ができ
ましたね。また、登下校するとき、道路を渡るときに車が止まっ

てくれると、しっかりと運転手さんにおじぎをする姿は、見ていてとても気持ちがよかったです。 
　２つ目は「お掃除」です。掃除の時間に、お互いに声を掛け合いながら一生懸命掃除をしている皆さん
の姿には、いつも感心しています。 
　この他にも、この一学期には、皆さんのすばらしいところをたくさん見付けることができました。階上
小学校の子供たちは、校長先生の自慢の子供たちです。皆さんには、これからもずっと、校長先生の自慢
の子供たちでいてほしいと思います。 
　さて、一学期の始業式の時に、校長先生が皆さんに頑張ってほしいことを３つお話しました。覚えてい
るかな？ 

１つ目は、「自分の目標を持つこと」でした。 
　毎日のお勉強や学校の行事などをとおして、目標に向かって「頑張る力」を身に付けることはできたで
しょうか？ 

２つ目は、「今まで気付かなかった友達のよさを見付けること」でした。 
　今までとは違ういろいろな角度から友達を見つめ，今まで気が付かなかった友達のよいところをたくさ
ん見付け合って、お互いを理解し合い，みんなが楽しい学校・学級にすることはできたでしょうか？ 

３つ目は、「自分の命は自分で守ること」でした。 
　これまでの避難訓練に真剣に取り組み、自分の命を自分で守るための「判断力」と「行動力」を身に付
けることはできたでしょうか？また，交通事故に遭わないように，十分に気を付けて登下校できたかな？ 

この３つについても、一人一人しっかり振り返ってほしいと思います。 

　来週の１５日から、二学期が始まります。今日振り返ったことを生かし、二学期も皆さん一人一人がさ
らに成長していくことを期待しています。３日間という短い秋休みですが、事故やけがに十分気を付け、
みんな元気に二学期をスタートしましょう。これで、校長先生のお話を終わります。
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